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し、 C02吸入の最初の 10分間を、 30秒間隔で詳細に解析したところ、 aCSF
群に比べ WAY-100635潅流群において、 02吸入開始から反応のピークまで
の高炭酸ガス換気・気道応答の早期の立ち上がりが、有意に遅延または減
弱していた。
以上の結果から、 1）乳幼期ラットの DMMの5-HT遊離は、高炭酸ガス
刺激に依存して増加すること、 2）高炭酸ガスに対する換気尤進と高炭酸
ガスに対する気道の狭小化の早期の立ち上がりは、 DMMの5-HT1A受容体を
介していることが示唆された。さらなる研究が必要で、あるが、D聞の 5-HT1A
受容体活性の減弱は、高炭酸ガス換気・気道応答の鈍い立ち上がりから、
乳幼児突然死症候群の発症に加担する可能性が示唆された。
